
（1）塵⑬西勉彿

発行所　福岡県遠賀郡遠賀町役場　　編集　庶務課庶務係　　印　刷　冷牢固印刷合資会社

予言鷲悪撥

人　　口　　　15．847人（」15）

男　　　　　　7．605人（十一　0）

女　　　　　8，242人（＋15）

世稗数　　　　4，429戸（＋　9）

転　　入　　77　　　転∴∴出　64

出∴∴生　10　　　死∴∴亡　8

（）内は前月比

即開聞醒副職轍蘭野暮“一事

＊59年1月の税金＊

町　　県　　民　　税（第4期）
納期限1月25日（水）まで

国民健康保険税（第4期）
納期限1月31日（火）まで

この社会　あ』なたの税が　生きている

今
日
は
楽
し
い
”
お
も
ち
つ
き
〟

遠
賀
中
央
幼
稚
園
1
2
月
1
4
日
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涌朗的据
ゼ∴∴∴缶
や∴∴∴登

竜国富
や∴∴∴紅
さ∴∴∴紅
や∴∴∴紅

毒民富
や∴∴∴紅
ぜ・i∴iむ
や∴∴∴寧

電年番
鴫∴∴∴奮
呼∴∴∴各
省∴∴∴蚤

巷金等
埼∴∴∴紅
喝I∴∴i紅
揮朋的眠

田

通　　広 ��旧 停 �新 �遠 �今 �千　　別 ��尾 �鬼 �若自 �担 当 

言　　渡 ���〃丁 �賀 川 �古 賀 �代 丸　府 ��暗 �淳 �舷津 �地 区 

大　原 ��木 �下 �時 �柴 田 リ キ �内　　山 ��門 �竹 �田 �氏 

均田 所∴∴営 ��村 �Iii 力 �松 十 ��田　　中 ��司 �森 �原 政 

虞 ����千　　一 �����名 

江　人 ��夫 �ズ 子 �寸 江 ��代 子　雄 ��馨 �保 �猿 �名 

木 �老 �車 和 �洩 �西 �東 �芙虫 �若　　上 ��鉱 �中 �担 当 

守 �良 �苑 �木 �町 �町 �生 誌津 �禁　則 台　府 ��ノ 本 �央 �地 区 

木 �原 田 �秋 計 �岩 �石 �西 �毛 利 秀 �飯　　石 ��柴 田 治 �西 村 �氏 名 

村 ���村 �田 子＼ ���田　　松 

郁 ��武 ����奔　　命 ���信 

栄 �郎 �呂 �男 �ツ 子 �推 �済 �世　　得 ��美 �夫 

民
生
（
児
童
）
委
員
が

決

ま

り

ま

し

た

転
職
を
し
た
た
め
に
国
民
年
金
と
厚

生
年
金
な
ど
の
他
の
公
的
年
金
制
度
と

の
加
入
期
間
を
合
わ
せ
て
二
十
五
年
以

上
（
国
民
年
金
制
度
以
外
は
二
十
年
）

あ
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

自
分
の
各
停
金
制
度
加
入
期
間
の
調

査
は
国
民
年
金
－
役
場
年
金
窓
口
、
厚

生
年
金
－
社
会
保
険
部
務
所
、
各
種
共

済
組
合
－
そ
の
組
合
の
本
部
、
船
賃
保

険
－
都
道
府
県
庁
ま
た
は
社
会
保
険
遊

蕩
所
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

カ
　
ラ
　
期
　
間
　
と
　
は

夫
は
厚
生
年
金
等
の
公
的
年
金
（
国

民
年
金
は
除
く
）
に
加
入
し
て
い
る

が
、
妻
は
何
の
年
金
制
度
に
も
加
入
し

て
い
な
い
期
間
を
い
い
ま
す
。
た
だ
し

こ
の
カ
ラ
期
間
は
、
慣
仰
3
6
年
4
月
1

H
以
降
0
0
議
ま
で
の
娼
婦
期
間
に
つ
い

て
の
み
適
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
妻
だ
け

で
な
く
夫
の
場
合
で
も
使
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
カ
ラ
期
間
と
し
て
み
な
さ
れ
る
も
の

と
し
て
は
つ
ぎ
の
期
間
も
あ
り
ま
す
。

用
　
国
民
年
金
以
外
の
制
度
か
ら
老
齢

（
退
職
）
年
金
ま
た
は
恩
給
を
受
け
ら

れ
る
人
の
配
偶
者

の
　
国
民
年
金
以
外
の
制
度
か
ら
障
害

年
金
を
受
け
て
い
る
人
と
そ
の
配
偶
者

㈲
∴
遺
族
年
金
を
受
け
て
い
る
人

道
篇
老
齢
年
金
の
受
給
方
法

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
・
船
員
保
険

・
共
済
組
合
と
い
う
よ
う
に
、
四
つ
の

年
金
制
臆
に
加
入
し
た
人
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
制
度
か
ら
自
分
が
保
険
料
を
支
払

っ
た
年
数
分
の
年
金
を
生
擬
受
給
で
き

ま
す
。
こ
の
例
で
は
、
年
金
の
親
米
は

四
回
し
ま
せ
ん
と
す
べ
て
の
年
金
を
受

給
で
き
ま
せ
ん
。
国
民
年
金
以
外
の
制

度
の
通
算
老
齢
（
退
職
）
年
金
の
支
給

開
始
は
、
0
0
歳
で
す
。

本
町
の
民
生
（
児
童
）
重
賞
と
し
て

1
2
月
1
日
付
を
も
っ
て
、
次
の
方
々
に

厚
生
大
臣
、
煉
知
部
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま

した。民
生
（
児
童
）
委
員
は
、
促
生
委
員

法
に
基
づ
き
、
向
こ
う
三
年
間
、
関
係

機
関
と
協
力
の
も
と
に
地
域
福
祉
増
進

の
た
め
窟
与
し
て
い
た
だ
く
輩
に
な
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

▽
伴
　
　
期
　
脂
和
5
0
年
1
2
月
1
日
か

ら
三
九
年

担
当
地
．
区
と
氏
名
（
敬
稿
鴫
）
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∴日馳〕事故を防止しょう∴∴ 

今年4月から10月までの門鉄管内の踏切事故は91件 

○踏切では必ず止まって、左右の安全確認を十分行う。 

しない。 

は、まず列車を止める手配をお願いします。（非常 

さい） 

小倉中央鉄道公安室 

来春開校をめざして急ピッチ
ー遠賀南中学校校舎建股工事－

59年春開校に向けて建設中の遠賀南中学校。7月に着

工した校舎の工事に併せて11月30日からは、屋内体育館、

武道館の建設も始まり、工事け急ピ、ツナで進められていま

す。

香
　
典
　
返
　
し

次
の
万
々
か
ら
、
遠
賀
町
社
会
相
祉

協
議
会
に
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
故
人
の
ご
冥
稲
を
お
祈
り
し

厚
く
お
礼
印
し
上
げ
ま
す
。

故
中
西
登
名
審
様

（
尾
∴
崎
）
中
西
∴
孝
一
様

故
井
上
　
友
夫
撥

（
東
和
雑
）
井
」
　
秋
代
様

故
柳
野
　
道
撃
様

（
別
　
府
）
柳
雌
∴
治
子
機

敏
舛
添
　
武
雄
様

（
諾
　
松
）
舛
添
ハ
ナ
ヱ
様

故
亀
山
ア
ヤ
子
楼

（
I
別
肘
）
亀
山
　
播
生
様

故
松
井
　
　
新
棟

（
尾
∴
埼
）
松
井
ア
サ
コ
様

故
電
磁
　
宝
作
様

（
旧
　
停
）
重
度
∴
高
利
様

敵
性
原
キ
ミ
子
様

（
新
　
町
）
作
原
　
進
市
様

散
村
田
　
楽
次
様

（
木
　
守
）
村
田
　
菊
江
様

図

書

の

寄

贈

次
の
方
か
ら
、
中
央
公
民
館
図
疎
金

に
図
欝
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

酒
井
　
薗
彦
様
（
新
　
町
）

成
人
式
の
案
内

成
人
1
－
晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入

り
を
さ
れ
ろ
2
0
歳
の
み
な
さ
ん
を
祝

い
、
励
ま
す
た
め
、
遠
賀
印
で
は
、

次
の
と
お
り
記
念
行
邸
を
行
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

〝
税
を
知
る
週
間
〟

標
語
の
入
選
作

昭
和
5
8
年
腫
二
説
を
知
る
週
閲
。
（

日
月
n
日
－
1
7
日
）
に
ち
な
ん
で
採
藩

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
中
学
生
の
部
で

遠
賀
中
学
技
の
次
の
作
品
が
入
賞
し
ま

した。
◎
若
松
税
務
語
長
賞

よ
い
社
会
　
み
ん
な
の
説
が
∴
さ
さ

え
て
い
る
　
　
　
2
年
∴
府
的
正
行

活
き
て
ま
す
　
明
る
い
衝
に
　
あ
な

た
の
税
金
∴
∴
∴
2
軍
　
事
　
画
業

◎
遠
賀
町
長
貨

。
。
時
照
驚
1
月
常
…

爵
8
時
0
0
分
～
9
時
0
0
分
…

蒸
。
時
0
0
分
－
驚
…

∇
掲
∴
所
　
中
央
公
堤
館
大
ホ
ー
ル
…

▽

日

程

o

悪

灘

波

　

　

～

講
師
元
メ
キ
シ
コ
・
オ
リ
ン
m

ビ
ッ
ク
．
サ
ッ
カ
ー
点

本
代
表
選
手

軍
藷
試
菟
生
∴
一

…
－
…
…
－
ミ
ミ
ノ
，
、
う
ー
－
…
－
－
…
～

税
金
を
∴
納
め
て
築
く
　
明
る
い
社

会
　
　
　
　
　
3
年
　
田
潟
久
美
子

⑬
遠
賀
冊
数
脊
皮
質

税
金
が
∴
ぽ
く
ら
の
怒
ら
し
の
も
と

と
な
る
　
　
　
　
3
年
　
布
撥
　
削

訂

正

と

お

わ

び

帥
号
の
新
成
人
者
名
簿
中
、
虫
牛
津

純
子
符
番
さ
ん
と
あ
り
ま
す
の
は
触
手

私
書
さ
ん
、
ま
た
、
少
年
剣
道
大
会
の

結
果
中
、
小
学
二
雄
の
都
の
三
位
帰
的

元
宏
く
ん
は
品
鴨
元
宏
く
ん
の
誤
り
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
訂
正
し
わ
わ
び
申
し
上

げ
ま
す
。
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中松着鬼上虫遼東木今浅広尾別所
ノ　　　　別生餌和　　古

央本戦津府津IIi発布資木波崎府町

「
お
正
月
は
着
物
で
し
と
や
か
に
L

I
若
　
付
　
教
　
室
－

日
月
か
ら
3
月
ま
で
、
母
週
水
耀
日

夜
1
時
か
ら
二
時
間
、
中
火
公
民
館
和

童
で
開
か
れ
〔
い
る
若
付
敦
肇
。
惹
物

の
譜
万
か
ら
I
i
好
適
違
っ
た
帯
結
び
、
和

服
の
時
の
捗
き
方
、
立
ち
居
振
舞
と
一

環
し
た
措
導
を
受
け
て
い
ま
す
。
講
師

は
、
圭
に
北
九
州
吊
を
中
心
に
指
導
さ

れ
て
い
る
日
本
さ
も
の
文
化
脇
会
特
別

会
員
の
古
賀
餉
先
月
。

受
謝
生
の
一
人
、
運
費
用
の
林
恵
美

子
き
ん
は
、
「
今
ま
で
洋
服
ば
か
り
で

質
物
は
タ
ン
ス
の
中
だ
っ
た
け
ど
こ
の

親
睦
を
受
難
す
る
よ
う
に
な
っ
て
君
物

を
馨
る
の
か
と
て
も
楽
し
く
な
り
ま
し

た
。
沌
式
に
習
っ
て
手
張
に
も
教
え
た

い
で
す
ネ
。
も
ち
ろ
ん
お
正
月
は
諦
物

を
新
ま
す
よ
。
」
と
離
し
そ
う
。
三
上

山
名
の
受
講
者
の
増
さ
ん
も
今
か
ら
お

山
月
が
楽
し
み
の
よ
う
で
す
。

1
0
月
5
0
日
に
開
催
さ
れ
る
予
定
だ

っ
た
第
一
回
遠
賀
町
民
体
育
大
会
女

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
続
投
が
、
順
延
さ

れ
て
1
2
月
4
日
の
目
腕
白
、
勤
労
者

体
育
セ
／
夕
－
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
c
　
閲
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
束
、
出
生

今
年
は
昨
年
に
比
べ
出
場
チ
ー
ム
　
津
チ
ー
ム
が
見
事
優
勝
を
飾
り
ま
し

も
多
く
、
勲
の
こ
も
っ
た
試
合
が
肢
　
　
た
。

福
岡
県
青
年
の
船
一
般
団
員
・
班
長
募
集

▽
離
間
別
個

▽
新
開
地

▽
応
弊
資
格

脳
和
5
0
句
5
月
1
7
日
～

5
月
5
0
日
ま
で
の
1
4
日

間中
野
大
兄
共
和
国
（
」

海
、
無
錫
、
段
間
）

一
般
棚
虞
・
脂
和
5
0
年

l
月
1
t
i
現
在
泌
2
0
歳

－
2
8
歳
未
満
（
昭
和
3
1

年
1
月
2
日
－
昭
和
3
9

＞
揃
切
口

＞
間
合
先

停
1
月
1
円
脅
し
の
男

女排
高
今
∴
綱
2
7
誠
－
3
5
施

米
湖
の
切
女

聞
知
弱
年
1
月
2
5
日

教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
∴
舘
（
2
9
3
）
　
1

3
－
3
5
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し
　
　
　
　
め
∴
∴
∴
∴
介
こ

注
　
連
　
綿

議
の
雅
と
も
な
る
と
、
注
連
縄
作
り

や
、
し
め
か
ざ
り
作
り
に
忙
し
か
っ
だ

が
今
で
は
席
で
賞
求
め
ろ
人
が
多
い
。

頼
経
・
七
重
一
一
純
・
四
日
綿
な
ど
と

も
諜
き
、
略
し
て
注
連
と
い
う
。

神
社
の
社
殿
や
、
神
門
・
鳥
居
や
社

地
内
の
老
大
樹
や
特
殊
な
木
や
岩
石
な

ど
和
製
・
清
浄
な
区
域
や
物
体
で
あ
る

こ
と
を
額
す
た
め
に
張
る
こ
と
は
、
こ

存
じ
の
と
お
り
で
あ
る
。

伝
説
に
よ
れ
ば
、
天
照
大
神
が
・
宕
声

隠
れ
の
と
き
フ
ト
ダ
マ
ノ
ミ
コ
ト
が
尻

久
米
紬
を
引
き
渡
し
、
「
こ
れ
よ
り
内

に
入
り
給
う
な
」
と
い
っ
た
故
邸
に
よ

る
と
も
い
わ
れ
る
が
、
し
め
は
梗
・
簿

閉
・
島
な
ど
の
慈
味
で
、
行
先
の
標
に

木
に
結
ん
で
締
め
た
標
細
の
こ
と
で
あ

り
、
ま
た
は
不
浄
な
他
物
を
入
れ
な
い

た
め
の
閉
館
、
場
所
を
区
切
り
占
め
ろ

こ
と
を
表
す
占
紺
な
ど
と
解
釈
さ
れ

ろ。

注
進
の
注
は
引
く
・
延
く
の
恵
で
引

き
連
ね
る
こ
と
か
ら
注
連
綿
と
い
う
。

四
日
純
は
地
鎮
祭
の
と
き
の
よ
う
に
四

方
に
純
を
は
り
め
く
ら
す
か
ら
で
あ

る
。
一
般
に
は
七
五
三
縄
が
よ
く
使
わ

れ
る
が
、
こ
れ
は
わ
ら
の
垂
れ
を
七

本
・
五
本
・
三
本
の
順
に
垂
ら
す
か
ら

こ
の
よ
う
に
沓
く
。
し
め
は
わ
ら
を

左
な
い
に
し
垂
れ
の
樹
に
紙
垂
を
は
さ

み
、
な
い
初
め
を
上
位
と
し
、
神
前
に

む
か
い
右
に
お
い
て
か
け
る
方
式
も
あ

る
が
、
逆
に
友
を
上
位
と
す
る
と
こ
ろ

・
も
あ
る
。
し
め
紬
も
稜
々
あ
る
が
大
枚
注
運
は

中
央
が
太
く
両
端
が
細
い
も
の
、
牛
発

注
連
と
は
牛
費
の
よ
う
に
細
投
い
も

の
、
板
注
連
・
前
垂
注
逆
の
よ
う
に
垂

れ
が
す
き
ま
な
く
垂
れ
る
も
の
や
、
正

月
に
略
式
で
飾
る
齢
注
連
（
俗
に
輪
飾

り
）
や
、
え
び
型
飾
り
な
ど
正
月
用
の

「
し
め
飾
り
」
も
注
進
紺
の
変
型
で
あ

る
。
近
年
は
公
民
館
な
ど
で
親
と
子
が

竹
細
工
や
、
し
め
飾
作
り
で
ふ
れ
合
い

の
機
会
を
多
く
し
よ
う
と
静
座
を
設
け

て
い
る
C
と
は
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
。

松
　
竹
　
梅

し
め
に
関
逃
し
て
松
竹
梅
に
つ
い
て

ふ
れ
て
お
こ
う
。

万
薬
袋
や
古
今
集
な
ど
奈
良
時
代
か

ら
の
謡
物
に
も
、
松
竹
梅
に
長
粒
を
か

け
た
歌
が
多
い
。

松
は
常
緑
樹
で
あ
り
、
か
れ
て
お
ち

ろ
も
二
人
づ
れ
と
唄
の
文
句
に
あ
る
よ

う
に
、
松
糞
は
必
ず
二
本
が
し
っ
か
り

く
っ
つ
い
て
い
る
の
で
め
で
た
い
も
の

と
さ
れ
、
実
姉
の
死
の
間
隔
が
短
い
も

の
を
「
松
薬
夫
婦
」
と
い
う
の
も
そ
の

た
め
で
あ
る
。
竹
は
素
直
に
伸

び
生
枝
が
早
く
、
梅
は
病
気
を

肪
く
ど
い
わ
れ
、
縁
起
の
よ
い

も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

因
み
に
、
お
正
月
に
は
家
の

入
口
に
門
松
を
立
て
ろ
が
、
元

来
門
と
は
庭
園
を
さ
し
、
神
が

降
り
て
く
る
た
め
の
目
じ
ろ
し

と
い
わ
れ
、
正
月
は
こ
の
神
を

祭
る
た
め
の
も
の
と
い
わ
れ
る

後
に
家
の
入
口
を
門
口
と
い

い
出
し
た
の
で
玄
関
に
門
松
を

た
て
る
よ
う
に
な
り
、
中
国
の

信
仰
か
ら
一
対
だ
て
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
元
来
は
灯
火

も
花
も
、
番
も
す
べ
て
一
本
で

あ
っ
た
。
　
　
（
吉
野
千
年
）

「I
全
国
青
年
謹
塁
訂
一

「
残
っ
た
残
っ
た
∵
…
・
全
国
4
位
」

日
月
4
日
か
ら
6
日
ま
で
、
蔵
前
悶

技
館
で
、
第
3
2
回
全
国
背
任
相
撲
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
3
3
チ
ー
ム
、

福
岡
県
は
団
体
の
都
で
4
位
に
入
賞
。

副
将
を
つ
と
め
た
永
池
さ
ん
（
2
1
歳
）

に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

0
4
位
入
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

現
柱
の
心
髄
は
9

－
　
は
い
、
県
代
表
に
選
ば
れ
、
ま
た

団
体
4
位
に
入
質
で
き
て
、
驚
き
と

芭
び
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

○
相
撲
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
9

－
　
中
学
3
年
生
の
時
に
常
相
撲
に
行

っ
た
の
か
き
っ
か
け
で
、
始
め
て
6

毎
に
な
り
ま
す
。

○
サ
イ
．
ス
は
9

－
　
身
長
1
0
0
億
、
体
重
0
0
向
、
足
2
7
億

で
相
談
競
技
者
と
し
て
は
暫
通
で
す

ね
。
小
中
学
校
の
頃
は
す
い
分
大
き

い
方
だ
っ
た
の
で
す
け
ど
・
・
。

○
学
生
で
す
か
O

I
　
編
入
試
験
に
合
格
し
た
の
で
来
年

か
ら
聾
橋
技
術
大
学
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

工
学
部
の
3
年
牛
に
入
り
ま
す
。

○
今
後
は
9

－
　
相
談
は
好
き
な
の
で
ク
ラ
ブ
や
サ

ー
ク
ル
で
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

こ
の
昏
び
の
体
験
と
思
い
出
を
土
台

に
し
て
力
一
杯
努
力
し
よ
う
と
決
意
を

固
め
ら
れ
た
永
沼
さ
ん
に
こ
両
親
は
「

将
薬
は
地
元
の
子
供
達
を
指
導
し
て
地

域
社
会
に
貢
献
し
て
欲
し
い
」
と
注
文

を
つ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
今
後

の
こ
精
進
を
お
祈
り
し
ま
す
。

消
防
設
備
士
免
状
頂
得
請
習
会
が
実
施
さ
れ
ま
す

C
の
請
詞
は
、
①
消
防
設
備
士
免
状

の
交
付
を
受
け
た
日
か
ら
二
年
以
内
、

③
①
の
誘
晋
を
受
け
た
H
か
ら
五
年
以

内
ご
と
に
必
ず
受
諭
し
て
く
だ
さ
い
。

∇
受
付
期
間
と
受
付
会
場

o
昭
和
弱
年
1
月
9
日
・
1
0
日

北
九
州
市
消
防
局

。
昭
和
5
0
隼
1
月
n
H
・
1
2
日

福
岡
県
消
防
防
災
課

請
習
期
日
、
請
習
区
分
、
講
習
場
所

等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
遠
賀
郡
消
防

本
部
予
防
課
　
衝
（
2
9
3
）
1
2
3

1
へ
ど
う
ぞ
。
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「
世
界
で
た
だ
一
つ
…
…

私
が
作
っ
た
作
品
」

㊥
浅
木
小
学
校
で
許
し

日
月
0
0
日
、
浅
水
小
学
校
五
年
三
組
は
皿
、
花
ぴ

ん
、
灰
皿
等
約
7
0
点
の
作
品
の
窯
出
し
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
9
月
の
授
業
参
観
の
あ
と
ク
ラ
ス
集
会

で
親
子
陶
芸
教
室
で
作
っ
た
も
の
で
す
。
粘
土
こ
ね

か
ら
色
つ
け
ま
で
指
導
さ
れ
た
担
任
の
緒
方
先
生
は

夏
休
み
等
を
利
用
し
て
五
年
前
か
ら
直
方
の
高
取
暁

の
鶉
で
皿
や
ト
ン
ク
リ
の
製
作
を
修
業
中
。
「
き
れ

い
に
で
き
た
I
L
　
「
こ
ん
な
色
に
々
っ
と
る
」
と
か

「
こ
の
灰
皿
ク
リ
ス
マ
ス
に
ね
父
さ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
の
」
と
か
に
き
や
か
で
す
。

古
く
な
っ
た
重
油
窯
に
か
お
っ
て
P
T
A
が
廃
品

回
収
し
て
購
入
し
た
新
し
い
電
気
窯
を
使
っ
た
と
あ

っ
て
、
く
ろ
う
と
は
だ
し
の
豆
陶
芸
家
達
の
瞳
も
期

待
に
輝
い
て
い
ま
す
。

正

し

い

理

解

と

認

識

を

今
ま
で
述
べ
て
参
り
ま
し
た
よ
う
に

学
校
で
同
和
教
育
が
進
め
ら
れ
、
同
和

問
題
が
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
、
遠
賀
町
民
が
、

「
ど
の
程
度
知
っ
て
い
る
か
。
」
ま
た

「
そ
の
受
け
と
め
か
だ
、
考
え
か
た
は

ど
う
で
あ
る
か
。
」

，
つ
　
か
∴
∴
∴
∴
ざ
ケ
甲

と
た
ず
ね
て
み
た
結
果
は
、
残
念
な
か

か
ト
↑
ん
　
y
L
　
∴
∴
h
：
い
い
　
′

ら
そ
の
関
心
度
・
理
解
度
は
ま
だ
ま
だ

低
調
で
、
同
和
数
台
は
さ
び
し
い
現
状

に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

i
I
0
　
　
－
　
　
0
　
－
　
i

そ
こ
で
、

「
学
校
に
お
け
る
同
和
教
育
は
、
な
せ

ひ
っ
ふ
〉
必
要
な
の
か
。
」

と
い
う
こ
と
を
、
遠
賀
町
民
の
「
同
和

い
i
L
、
．
∴
∴
↑
つ
た
‥

問
題
に
つ
い
て
の
意
識
の
実
態
」
か
ら

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
じ
め
に
、
速
質
町
民
の
達
識

謙譲は、

「
同
和
地
区
の
あ
る
こ
と
」

「
部
落
差
別
と
い
う
関
越
の
あ
る
こ
と
」

を
、
町
民
が
、
ど
の
穏
便
知
っ
て
い
る

か
を
き
く
こ
と
か
ら
は
じ
め
た
の
で

す。
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
お
か
な
け
れ

ば
、
同
和
問
題
に
つ
い
て
の
考
え
か
た

を
き
く
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
思
う
か

ら
で
あ
り
ま
す
。

「
あ
な
た
は
部
藩
（
被
差
別
部
落
・
宋

解
放
部
落
・
同
和
地
区
）
の
あ
る
こ

と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
」

と
お
聞
き
し
た
緒
栗
は

「
知
っ
て
い
る
」
　
　
　
九
三
・
四
％

「
知
ら
な
い
」
　
　
　
　
　
六
・
六
％

と
い
う
回
答
率
で
、
町
費
の
ほ
と
ん
ど

す
べ
て
の
人
が
同
和
問
題
に
つ
い
て
、

な
ん
ら
か
の
知
識
を
も
っ
て
い
る
と
み

て
差
し
支
え
な
い
と
考
え
て
よ
い
の
で

は
は
い
か
と
思
い
ま
す
。

「
知
っ
て
い
ろ
」
と
回
答
さ
れ
だ
と
し

て
も
、
そ
の
、

「
深
さ
・
理
解
度
」
や
、

「
取
り
組
み
・
対
処
の
し
か
た
」

に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
ま
す

ま
た
同
和
地
区
に
つ
い
て
、
誤
っ
た

知
り
か
た
を
し
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば

間
超
で
あ
り
、
正
し
く
知
る
た
め
の
同

和
教
育
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

t
 
O
 
i
1
－
　
0
－
－
－

さ
て
、
学
校
同
和
教
育
の
必
要
性
を

考
え
て
い
く
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
実

態
調
査
を
試
み
ま
し
た
。

●
あ
な
た
が
部
落
の
こ
と
を
初
め
て
知

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

1
　
い
つ
こ
ろ
知
り
ま
し
た
か

2
　
誰
か
ら
き
き
ま
し
た
か

3
　
ど
ん
な
思
い
が
し
ま
し
た
か

4
　
部
譜
が
ど
ん
な
に
し
て
で
き
た
と

き
き
ま
し
た
か

こ
れ
ら
の
問
い
に
つ
い
て
は
、
お
と

し
を
召
さ
れ
た
か
た
に
は
、
数
十
年
前

の
こ
と
を
き
か
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の

固
答
の
信
頼
度
に
い
く
ら
か
問
題
が
な

い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

遼
費
町
民
が
同
和
問
題
に
つ
い
て
、
ど

の
程
度
の
知
識
を
も
ち
、
そ
の
知
識
を

も
つ
に
い
た
っ
た
の
は
、
ど
の
よ
う
な

L
t
，
0
人
　
は
人
　
ら
　
　
　
じ
　
l
　
　
〓
l
∴
∵
l

条
件
（
認
知
の
時
期
や
方
法
な
ど
）
　
の

も
と
に
お
い
て
で
あ
っ
た
か
を
考
え
て

い
き
、
学
校
に
お
け
る
同
和
教
育
と
の

か

く

C

，

‘

く

一

つ

　

　

　

じ

一

⊂

l

か
か
わ
り
を
、
各
項
目
別
に
次
号
か
ら

申
し
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
つ
づ
く
）
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▽　∇　▽

特　効∵助

憲馨所

す　別　館役　く　9　1
る　鑑　藤　城　だ時　月
人／、妬「保　さ　3010
の　培∴∴倣　い　分　ロ
み：予∴∴笠　o　ま　（
、ノ　手　　　　　　で　火

帳　　　　　　に，）
を　　　　　　お

受　　　　　　い
鎖　　　　　　で

Oi元寮鮮赤按蕪れiO

松ノ本（今古賀704番地の123）
かi If∴C

塩川毒薬子ちゃん

（襲撃さ／しの次女）
聞和58年4月4日生

近頃ハイハイが上手になった

の。だから、お兄ちゃん遠の遊

んでいる所へすぐおじゃまする

の。そしたらグメって、しから

れるの。だから私も怒り返す
の。強い女の子になりそう。

親船3269番地の3

花田　裕輔くん

（英琵予きんの瑚）
昭和58年3月28iI生

僕は泣きべそで甘えっ子。そ
の上いたずら好き。近頃僕が泣
いてもみんな知らん慶するんだ

よ。でも、パハとおじいちゃん

は即、から、味方につければ我

家は僕の天下だよ。

個
櫛
鰹
鰭
圃
皿
蛙
の
無
暗
謬

お
等
昌
抄
違
㊧
◎
館
腰
⑨

◎
期
　
日

▽
晴
　
間

▽
内
　
容
　
確
約
・
離
後
の
す
ご
し
方

妨
婦
体
操

母
子
手
脹
交
付

▽
料
　
金
　
無
料

∧
不
眠
症
－
現
代
病
の
一
つ
∨

不
眠
症
－
－
一
説
に
よ
れ
は
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
お
よ
そ
四
割
が
、
潔
度
の

謡
こ
そ
あ
れ
、
不
雌
に
悩
ま
さ
れ
て
い

る
と
い
わ
れ
ま
す
。
不
眼
精
は
、
ま
、
、

に
現
代
稲
の
一
つ
と
い
え
る
で
し
ょ

ーつo

現
に
日
本
で
は
、
年
間
五
億
用
、
約

六
百
軽
の
ト
ラ
ン
キ
ラ
イ
ザ
ー
へ
薄
謝

安
定
剤
）
が
際
者
の
手
に
よ
っ
て
処
方

さ
れ
、
売
ら
れ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

中
年
期
か
ら
老
時
期
に
か
け
て
は
、

社
会
的
に
も
家
庭
的
に
も
心
の
ス
ト
レ

ス
が
た
ま
り
や
す
く
、
そ
の
一
万
で
、

肉
体
的
に
は
下
降
線
を
た
ど
る
こ
と
か

ら
、
ど
う
し
て
も
心
身
の
健
控
に
変
調

を
き
た
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
の
な

か
で
も
、
不
眠
は
穀
も
多
い
纏
状
と
い

え
ま
す
。

∧
限
り
が
浅
く

睡
眠
時
間
も
短
い
＞

さ
て
、
老
年
期
で
す
が
、
ひ
と
く
ち

に
老
化
と
い
っ
て
も
、
実
際
に
は
仙
人

兼
が
は
な
は
だ
大
き
く
、
ピ
カ
ソ
の
よ

う
に
九
十
一
歳
で
死
ぬ
ま
で
元
気
い
っ

ぱ
い
だ
っ
た
人
も
い
れ
ば
、
五
十
代
で

も
う
ボ
ケ
始
め
る
人
も
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
老
年
期
の
不
眠
は
眠
り

が
浅
く
て
、
瞬
眠
時
間
も
焼
く
、
そ
の

半
面
、
昼
側
も
し
ば
し
ば
居
眠
り
を
す

る
の
か
特
徴
　
（
多
相
牲
睡
眠
捜
し
　
で

す。

∧
ふ
と
ん
は
固
め
に

お
風
呂
は
ぬ
る
め
に
∨

不
眠
の
対
策
に
も
個
人
子
方
が
一
雄
っ
て

一
様
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
次
の
よ
う

な
こ
と
を
実
行
す
る
と
い
い
で
し
ょ

、つoO
日
記
を
つ
け
る
こ
と
　
ス
ト
レ
ス
を

れ
ま
す
。

○
入
浴
の
コ
ツ
　
入
浴
は
嵩
か
ら
陳
服

に
よ
い
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
あ
ま
り
熱
い
灘
に
入
る
の
は
逆
効

果
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
熱
い
湯
と
外
気

の
温
度
差
を
調
節
す
る
た
め
に
交
感
神

経
が
働
い
て
、
血
筒
を
収
鱗
さ
せ
、
血

止
を
上
げ
た
り
、
筋
肉
を
緊
張
さ
せ
た

り
、
不
襲
な
ス
ト
レ
ス
が
生
じ
る
か
ら

です。た
だ
し
、
就
寝
両
二
一
十
分
か
ら
一
時

間
ぐ
ら
い
の
間
に
、
ぬ
る
め
の
湯
に
入

る
と
、
体
が
適
度
に
あ
た
た
ま
り
、
心

も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、
物
質
代
謝
が
促
進

さ
れ
て
、
絶
大
な
快
順
効
果
が
あ
り
ま

」
リ
○

放
出
す
る
の
に
い
ち
ば
ん
。
－
も
と
に

あ
る
紙
き
れ
で
も
い
い
か
・
巧
、
思
い
の

た
け
を
辞
い
て
み
る
こ
と
で
す
。
不
思

議
と
心
の
モ
ヤ
モ
ヤ
は
親
え
て
し
ま
い

ます。
○
寝
室
の
条
件
　
郊
庵
の
色
は
グ
リ
ー

ン
や
グ
レ
ー
、
淡
い
ク
リ
ー
ム
色
な
ど

中
間
色
の
ほ
う
が
心
を
落
ち
蒋
か
せ
て

く
れ
ま
す
。
ベ
ッ
ド
や
ふ
と
ん
は
柔
ら

か
い
よ
り
固
い
も
の
の
ほ
う
が
漣
返
り

も
打
ち
や
す
く
、
披
労
回
復
に
は
る
か

に
よ
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

○
食
べ
過
ぎ
は
禁
物
　
食
べ
過
ぎ
る
と

出
際
が
も
た
れ
、
そ
れ
が
両
極
神
経
を

細
緻
し
て
、
か
え
っ
て
臨
り
信
助
け
ら

老
年
期
に
な
る
と
、
だ
れ
し
も
若
い

こ
ろ
よ
り
は
、
眠
り
が
浅
く
な
り
か
ら

で
す
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
眠
り
の
裁

き
は
生
理
的
に
邁
こ
ろ
こ
と
で
す
か
ら

心
配
す
る
必
製
は
あ
り
ま
せ
ん
。



（8）僅⑱筋の餌

い分　り　す多は　　感で普ま　的食　と　と 

つ諾詰弟を言語詰…言語　お 

1月のし尿くみ取り予定表
くみ 取り口 �大型車くみ取り地区 �E　　小型車くみ取り地区 

4（水） � � 

主＿埜1 � �月2回くみとり家庭 

6（金） �虫生津（新屋奴を含む）、東面‾ 」聖二遼－ �尾崎、若松、広漠 

7（土） �出生津、木守 �広漠 

呈上些 � � 
10（火） �－ �別府、木守、老良 

11（水） � � 

圭坦 � � 
13（金） � � 

公、iの一m 

14（土） �新町、遠賀IIiの一都 � 

17（火） �遠賀川 � 

諒‾ �遠賀川、新町 �鬼津 

19（霜‾ �新町 � 

20（金） �月2回くみとり家庭 � 

聖上圭1 � � 
3（月） �新町（ユニード前通り一郭） � 

（火） �上別府、虫生津、浅木 � 

埜＿〔坐し � �－ 

6（木） �尾崎、今古賀、別席の一部 � 

7（金） �別府 � 

8（土） � � 

0（月） �浅木 � 

1（火） �浅木、若葉台、堂塔寺、上別府、 道営、末寺、時津、血生津の一部 �浅木、鬼淳（小鳥掛）、尾崎（恕‾ 

准
看
繊
嬬
学
生
募
集

▽
募
集
人
員
　
三
十
名

▽
教
育
期
間
　
二
年

▽
願
雷
受
付
　
昭
和
開
年
1
月
6
月
－

2
月
1
8
日

▽
試
験
日
　
2
月
2
0
日
・
2
1
日

。
合
格
者
は
、
原
則
と
し
て
医
撰
機

関
に
就
職
し
、
看
護
助
手
と
し
て
働
き

な
が
ら
通
学
し
ま
す
。

。
家
庭
の
主
軸
で
慈
欲
の
あ
る
人
は

可
（
家
郵
・
育
児
に
煩
わ
さ
れ
な
い
人

で
、
多
少
の
年
齢
制
限
あ
り
）

詳
細
に
つ
い
て
は
、
遠
賀
申
開
匪
節

会
看
滋
高
等
尊
修
学
楼
澄
（
2
0
1
）

3
4
6
3
へ
ど
う
ぞ
。

原
魅
被
爆
者
二
世
に
対
す
る

健
康
診
断
実
施

（
財
）
日
本
公
衆
衛
生
協
会
は
、
原

爆
被
爆
者
二
世
に
対
し
て
無
料
で
健
厳

診
断
を
実
施
し
ま
す
。
希
望
者
は
、
実

施
機
関
の
窓
口
に
希
望
の
旨
を
申
し
出

て
健
康
診
断
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
灼
∴
教
－
板
産
着
三
世
で
受
診
を
希

塑
す
る
者

▽
実
施
期
間
　
昭
和
5
0
年
1
月
2
3
日
（

月
）
～
1
月
2
8
日
（
土
）

▽
実
施
機
関
　
西
日
本
産
楽
節
住
金
北

九
州
健
診
診
猿
所
　
小
倉
北
区
大
門

l
の
6
の
1
2
　
㊨
（
5
6
1
）
0
0

3
0
　
受
付
時
間
は
、
9
時
－
日
時

0
0
分
と
1
3
膳
∵
～
1
4
時
、
土
曜
日
は
午

前
の
み
。
そ
の
他
県
内
で
三
病
院
に

て
実
施
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
県
衛
生
部
予
防

課
∴
詣
0
9
2
（
6
2
2
）
0
7
1
6

へ
ど
う
ぞ
。

1
月
の
ゴ
ミ
収
集
予
定
表



（9）塵⑬のめ彿　　　　　　　　　　　　　　　第329号

遷曇頭重楚㊨
寵妾三羽不足すると

怖い「壊血病」
ビタミンCの働き

ビタミンCには、毛細血管、歯、軟骨など

を強くする働きがあります。また、シミやソ

パカスの原因となるメラニン色素ができるの

を防ぎ、紫外線（：対する皮膚の抵抗力を強く

します。

最近ではこのビタミンCに、がん（：なり（二

くくなる「抗がん効果」があるといbれ、藁

のように飲んでいる人出、ます。別名を「ア

スつルビン酸」といいます。

不足するとどうなるか

欠乏症の代表例は「壊血病」です。皮膚の

下で出血してアサになったり、体のいたる所

から出血するこの病気は、長い航海をする船

乗りたちに恐れられていました。生野菜や果

物があまり食べられなかっただめです。

さ小二、ビタミンCの不足は、傷や骨折の

泊りを遅くしおり、カゼやストレス（こ対する

抵抗力を弱めます。

どんな食品（こ含まれるか

ビタミンCは体の中でつくられませんから

食品からとる必要があります。ビタミンCが

多く含まれる食品は野菜や果物です。ホウレ

ン草、サラダ菜などの緑黄色野菜やその他の

新鮮な野菜、それにミカン、イチゴなどの果

物をたくさん食べましょう。1日の所要宜は

他のビタミンに比べるとはるかに多く、成人

で50ミリグラムです。

摂取するときの注意

ビタミンCは水（二溶けやすく、あまり客気

にさらしておくと酸化され効力がなくなりま

す。

野菜や果物はすげやく洗い、できろ柄）早

く食べましょう。また、生のまま保存してお

くときはなるべく低温な場所に。

減iがんのき己種か
1　乳房の形、大きさを1両手を上げた時、
下げた時で観察しましよう。
2　乳房の中心から周辺へ、指をそえて
鯖かに軽く触れて、しこりがあるかは
いか、たしかめましょう
3　ねぎの下に深く・脂先をいれ、しこり

器誓し彗

乳
ガ
　
ン
　
の
　
お
話
㈹

折
尾
田
中
産
婦
人
科
　
田
中
壮
介

最
近
軋
頑
か
ら
分
泌
物
が
と
き
と
き

出
ま
す
。
シ
ユ
リ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
ガ

ン
で
し
ょ
う
か
。

ソ
ウ
デ
ス
ネ
。
乳
頭
か
ら
乳
汁
以
外

の
分
泌
物
が
あ
れ
ば
異
常
と
考
え
ろ
べ

き
で
す
。
分
泌
物
の
性
質
は
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
が
、
血
牲
分
泌
が
あ
る
と
、

ま
ず
ガ
ン
を
疑
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

琵
色
透
明
な
液
で
も
絶
対
ガ
ン
の
心
配

が
な
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
細
い
乳
管

の
壁
の
一
都
に
ガ
ン
が
発
坐
す
る
と
き

は
、
シ
コ
リ
を
触
れ
る
前
に
異
常
分
泌

物
が
先
行
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
分

泌
物
の
巾
に
ガ
ン
細
胞
の
有
無
を
調
べ

ろ
細
胞
診
や
、
乳
房
や
乳
篤
の
レ
ン
ト

ケ
ン
撮
影
が
必
要
で
す
。
ン
ユ
リ
が
あ

れ
ば
、
シ
つ
り
を
盛
辿
す
る
と
分
泌
物

が
出
や
す
く
な
り
、
診
断
が
つ
け
や
す

く
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
症
状
で
、
万
が
一
ガ
ン

で
あ
っ
て
も
一
〇
〇
％
槙
治
し
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
手
術
を
受
け
ら
れ
ま

す
。
分
泌
物
が
出
た
り
、
止
っ
た
り
す

ろ
た
め
放
腫
し
て
シ
プ
リ
が
は
っ
き
り

触
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
診
察
に
訪
れ
る

人
が
現
柾
で
も
慧
外
に
多
い
の
で
す
。

乳
ガ
ン
は
手
簡
で
ど
の
慧
裏
治
り
ま

すか。冶
麒
成
紋
の
判
定
に
は
五
年
生
存
率

が
用
い
ら
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、
再
発

の
症
状
の
な
い
こ
と
が
必
要
で
す
。

以
前
は
、
乳
ガ
ン
の
手
術
の
五
年
坐

存
率
は
五
〇
％
く
ら
い
で
し
た
が
、
最

近
の
全
国
統
計
で
は
約
七
五
％
に
な
り

ま
し
た
。
乳
ガ
ン
を
シ
つ
り
の
太
さ
で

分
け
ま
す
と
、
第
一
期
（
シ
つ
り
が
二

億
以
下
）
で
は
九
一
％
、
第
二
期
（
シ

コ
リ
が
二
億
～
五
億
）
で
は
七
二
％
、

第
三
捌
（
シ
つ
り
が
五
億
～
十
億
）
で

は
四
四
％
、
第
四
期
（
シ
つ
り
で
十
億

以
上
で
全
身
に
ひ
ろ
か
っ
た
状
態
）
は

根
治
手
術
は
で
き
な
く
、
二
万
年
以
内

に
死
亡
し
ま
す
。

リ
ン
パ
腺
へ
の
転
移
の
有
無
で
見
ま

す
と
、
転
移
の
あ
る
の
は
六
一
二
％
で
、

転
移
の
な
い
の
は
九
三
％
で
す
。
以
上

の
結
果
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
シ
コ
リ

の
小
さ
い
う
ち
に
ガ
ン
を
発
見
し
て
手

術
す
れ
ば
ほ
と
ん
ど
治
り
、
シ
コ
リ
が

大
き
く
な
る
ほ
つ
れ
て
リ
ン
パ
腺
へ
の

挺
移
も
多
く
な
り
ま
す
。

ど
ん
な
病
気
で
も
替
え
る
こ
と
で
す

が
・
ガ
ン
ほ
ど
早
期
発
見
、
早
期
活
殺
）

の
必
要
な
病
気
は
あ
り
ま
せ
ん
。

A
開
園
圏
圏
圏
膠
V

的
巾
－
曲
憲
二
選

連
な
り
て
聖
に
下
れ
る
芋
を
持
ち

は
し
ゃ
ぐ
劫
の
声
の
明
る
し

福
助
カ
メ
ノ

稲
作
の
続
け
る
地
帯
の
わ
が
町
を

焼
欝
疑
り
の
声
透
り
来
ろ

白

石

一

夫

こ
ぶ
し
に
も
み
た
ぬ
唐
芋
は
り
お
こ
す

そ
の
皮
赤
し
い
と
し
か
り
け
り

井
口
　
組
子

晩
秋
の
日
の
さ
す
畑
に
芋
を
掘
る

夫
と
孫
と
の
楽
し
一
と
き

大
塊
　
房
江

芋
射
れ
ば
運
動
会
の
弁
当
に

芋
を
持
た
せ
し
戦
時
浮
び
く

薗
崎
∴
そ
の



第329号　　　　　　　　　　　　　　　　℡⑭西の彿（10）

1月上期の遠賀町主要行事

日 �曜日手　車　内　容1時　間 ���実施会坤担当課名 ��臼的及び主な対象等 �詳　細 

1 18 �日 �昭和59年郡内合同出初式 �10：00－i �岡垣町 �臆∴務∴課 �郡内各町消防団 遠賀那消防署 � 

9 �月 �定　例∴啄　度　会 �13：00－i �役場 �庶∴務∴課 �各区度 � 

10 �火 � �9：30 �役場保健室 � � �7ページ 中央公民館 �社会教育課 � � 

老人クラブ会長会巨00～ �� �福∴祉∴繰 �各老人クラブ会長 � 

ll �水 �料理栄滋教　裁③ �1 吐：00－21：00 �中央公民館 �社会締課上垣栄糞敬室生 �� 

12 �木 �ボランティア・スクール＠中一21‥00 ��中央公民館 � �後期第1回目 iボランティア・スクール生 �－ 

14 �土 � �9：30－ �公民館別館 �福　祉　課 �「各民生委員 i � 

⑮ �日 �成　　　　人　　　　式 � �中央公民館 � �新成人者 �3ページ 

12月31日現在で実施 優
勝
は
上
別
府
チ
ー
ム

…
…
各
地
区
ク
ラ
ブ
対
抗
親
書
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
…

1
2
日
3
日
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
愛
好
者
の
皆
さ
ん

ご
注
意
く
だ
さ
い

最
近
、
町
内
各
地
で
、
表
札
の
販
売

業
書
が
郵
便
局
か
ら
さ
も
依
頼
さ
れ
て

販
売
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
訪
門
し
て

い
ま
す
。
郵
便
局
で
は
、
表
札
の
か
か
っ
て
い

な
い
家
庭
に
は
郵
便
物
の
誤
配
達
を
防

止
す
る
た
め
に
表
札
の
掲
出
を
お
顕
い

し
て
い
ま
す
が
、
各
素
庭
に
訪
門
し
て

販
売
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
表
札
の
販
売
業
者
と
郵
便
局

は
、
ま
っ
た
く
関
係
あ
り
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
願
い
ま
す
。

－
　
述
粥
川
郵
便
局
　
－

⑤
⑬
⑳
⑥
⑬
⑧
㊤

●
昭
和
的
年
工
業
統
計
調
査

●
石
油
等
消
費
構
造
統
計
調
査

通
商
産
業
省
で
は
、
右
の
二
つ
の
調

査
を
十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
行
い
ま

す
。
調
査
の
対
象
と
在
っ
た
事
業
所
に

は
、
年
末
年
始
に
か
け
て
調
査
員
が
伺

い
ま
す
。
、
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

自
衛
官
募
集
中

▽
募
∴
集
　
二
等
睦
・
海
・
空
士

▽
資
∴
椙
　
浦
1
8
歳
－
2
5
歳
未
満
の
男

子
（
来
春
高
校
卒
業
予
定

者
含
む
）

詳
細
に
つ
い
て
は
、
芦
屋
募
集
事
務

所
　
宙
（
2
2
3
）
0
9
8
1
内
3
4

8
へ
ど
う
ぞ
。


